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著明な錐体葉肥大を認めた，甲状腺半葉欠損を伴ったバセドウ病の 1例 
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バセドウ病寛解後，悪性貧血経過フォロー中に緩徐進行 1 型糖尿病を発症した多腺性自己

免疫症候群（APS）３型の１例 

  中山律志，増田輝幸，秋田佳世，川地慎一，伊佐治真子，石森正敏 

第 254回 日本内科学会東海地方会 

2024年 10月 6日（浜松） 

 

〔論文〕 

バセドウ病 30例,チアマゾール治療開始 1年後の臨床像 

中村重徳 

岐阜赤十字病院医学雑誌 35(1)，3-11，2024 

Abstract：チアマゾールで治療を開始したバセドウ病 30 例(男性 4 例,女性 26 例,年齢の中

央値45.5歳)を対象に,治療前,治療1年後の臨床像を比較した.体重の中央値は治療前49.2kg

が治療後 54.35kg へ有意に増加し,BMI 中央値もそれぞれ 19.55 から 21.0 へ有意に増加し

た.また体脂肪率中央値はそれぞれ 25.25%から 27.30%へ有意に増加した.肥満を示す BMI

が 25 以上であった例は治療前 4 例から治療後 9 例へ増加した.ついで,治療前後共に測定範

囲内にあった free T3,free T4,free T3/free T4比,TRAb,TSAb,TgAb,TPOAb,Tg での中央値

を比較した.その結果,free T3 は前 14.26pg/ml,後 2.75pg/ml,free T4 は前 3.82ng/dl,後

1.22ng/dl,また free T3/free T4比は前3.28,後2.35へといずれも有意に減少した.また,TRAb

は前 10.475IU/l,後 2.965IU/l,TSAb は前 749%,後 160%,TgAb は前 51.55IU/ml,後

17.90IU/ml,TPOAbは前 64.25IU/ml,後 28.05IU/mlとこれらも有意に低下した.一方,Tgは

前 180.05ng/ml,後 62.46ng/ml へと低下したが有意な変化ではなかった.また,甲状腺重量も

中央値は前 28g,後 24gで有意な変化ではなかった.治療に伴い甲状腺関連抗体価は有意に減

少し,病勢は弱まっていることが確認されたが,TRAb,TSAb 陽性例も多く,Tg や甲状腺重量

の変化は有意では無く,1 年間の治療では甲状腺機能の十分な正常化は困難であり,全体とし

ては寛解導入に当たってはもうしばらくの治療が必要と考えられた. 

 

家族性非自己免疫性甲状腺機能亢進症が疑われた 1例 

中村重徳，小牧卓司 



日本病院総合診療医学会雑誌 20(2)，98-102，2024 

Abstract：約 3年間,甲状腺ホルモン高値,TSH低値を継続した 46歳男性を経験した.甲状腺

は推定重量52gと肥大していたが,TRAb,TSAb,TgAb,およびTPOAbはいずれも陰性であっ

た .I-123 甲状腺摂取率は高値で ,シンチグラフィーではびまん性の甲状腺肥大を示し

た.TSHR(TSH receptor)遺伝子の検討では,Exon 10 の codon 523 において ATC(Ile)から

TTC(Phe)へのアミノ酸置換をヘテロに認めるバリアントが同定された.母,姉も甲状腺機能

亢進症を示し,TRAb,TSAb,TPOAb は陰性であった.ご家族の同意が得られず,母と姉の

TSHR 遺伝子の検索はなされていないが,今回の例では家族性の非自己免疫性甲状腺機能亢

進症の存在が疑われた.現在,本例の甲状腺機能はチアマゾールで良好にコントロールされ

ているが,非自己免疫性甲状腺機能亢進症では抗甲状腺剤により寛解導入はできず,今後も

慎重に経過を観察したい. 

 

Dumpling-shaped thyroid scintigraphy in a case of Graves’ disease with thyroid 

hemiagenesis. 

 Shigenori Nakamura, Masatoshi Ishimori, Shun Ito 

Oxf Med Case Reports 7: 304-305, 2024 

 


